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2 月 18 日(月)午後に落語さんによる道徳の授業を行いました。来て下さった

方は、柳家小もんさん、三遊亭金かんさん、お囃子の田村かよさんの三人です。 

演じて頂いたお噺は三遊亭金かんさんが「他行」、柳家小もんさんが「初天神」

と「強情灸」です。 

「他行」とは「出張」のことで、骨董屋の店番を頼まれた与太郎が、骨董屋を

訪ねてきた人に主人は出張していて留守だと断りを入れたが、最後にはその理

由が分かってしまうという噺です。「初天神」は毎年 1 月 25 日に天満宮で行な

われる年初の祭りに出かけた父親と息子を描いた噺です。「強情灸」は、強がり

の男が見栄を張って山盛りのお灸に火を点ける。その様子をおもしろおかしく

語る噺でした。 

生徒の皆さんは、愉快な場面では大きな声で笑い、灸の熱さを我慢する場面で

は顔をしかめるなど、想像を膨らませながら噺に聴き入っていました。また、そ

ばをすする様子を表現する場面では、演者の仕草に合わせて体験してみました。 

仲入り後には、小もんさんと金かんさんによる太鼓、田村さんによる三味線を

演奏して頂きました。太鼓の打ち方にもいろいろ意味があることや、出囃子にも

洋楽があることなどが紹介されました。普段の寄席では全く聞けないいろいろ

な説明や演奏をたくさん聴かせて頂きました。 

生徒は初めて聞く落語に熱心に聞き入り、いろいろな人たちの生き方を学び

ました。そして、楽しいひとときを

過ごし、たくさんの元気をいただ

きました。 

  



 

3年生を送る会を 2月 20日(水)に本校の体育館で行いました。 

吹奏楽部の演奏と共に 1･2年生の拍手で 3年生を迎えて、この会がスタート

しました。スタート後は、部活動の後輩がビデオやステージ上から贈る言葉を

述べた後、有志によるお笑いやダンス、クイズなどを披露する「笑 TIME」、3

年間の思い出を映像でまとめたスライドショーを全員で見るという流れでこの

会が進行しました。その後、武藤闘夢さんから 3年生代表のあいさつが述べら

れ、最後には生徒全員が大切にしている校歌を斉唱して会が終わりました。 

本校で過ごした懐かしい日々を振り返る、心温まる時間を生徒全員で共有し

ました。後輩の想いをしっかりと受け止めて、将来に力強く羽ばたいていってく

れることを願っています。 

 
 

今年度最後となる 1・2 年生の授業参観と学級懇談会を 2 月 8 日(金)に行いまし

た。今年度は、1年生が職業調べの発表会を、2年生は保健委員会を行いました。 

1 年生では、4 階のフロアーを会場として、発表の場

所を職種毎に分け、調べた内容を聞く形式としました。

興味のある職種についていろいろな角度からの発表を

聞くことが出来、より職業に対する興味･関心や意欲が

高まったと思います。 

また、2年生では、メディアと心の健康について、「健

康生活チェックシート」の集計結果を考察し、メディア

との関わり方を考えました。スクールカウンセラーの大

関先生からは、ノーメディア、ゼロメディアにする必要

はなく、大切なのは現実としっかり関わることであるこ

とを教えていただきました。 

この機会を通して考えたことや学んだことをこれからに活かしていきましょう。 


